
社会の視点や感度を踏まえた広報活動
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企業レピュテーション＊2調査による評価は向上
社会の視点や感度を踏まえて、より適切に情報を発信す

るため、毎年定期的に外部調査を実施しています。「中期経

営計画」の施策に関係の深い５項目の評価向上を目指し、安

全の取り組みをはじめとする広報活動を展開してきました。

2014年度は着実な改善が見られましたが、現在当社グ

ループで進めている地域社会に貢献する取り組みなどをさ

らにわかっていただくための情報発信が必要であると確認

できました。また分析の結果、安全の取り組みのほか、「お客

様の声」のサービスへの反映も、全体の評価向上に効果的

であることが分かりました。

JR西日本グループとしての体系的な情報発信をめざします

推進責任者
執行役員 広報部長

当社グループが、地域、社会から信頼される企業となるため

には、「透明性の高い健全な経営」を行うことが不可欠です。

私たちは、当社グループの経営情報や事業活動におけるさまざ

まな取り組み、リスク情報などについて、正しく「分かっていた

だく」ために、積極的な情報開示を行っています。
倉坂 昇治

基本的な考え方

※株主・投資家の皆様へのディスクロージャーについては、P54をご覧ください。

経営情報や安全にかかわる情報などを迅速・正確にお知ら
せするため、毎月１回の定例社長記者会見などのプレス発表
や、企業ホームページ、駅・車内のポスターなど、多様な広報手
段を活用し積極的に情報発信しています。
情報発信にあたっては、2013年度からの5年間で取り組んで

いる「JR西日本グループ中期経営計画2017（＝以下、「中期経営
計画」）」および「安全考動計画2017（＝以下、「安全考動計画」）」
に沿って、進めている施策を丁寧に説明するよう努めています。
また、ホームページでは、
各種経営情報や発表資料
のほか、定例社長記者会見
や企業紹介をはじめとする
動画の配信を行っています。

「分かっていただく」ための取り組み

組織的な広報力の向上を図るため、当社およびグループ会
社の広報担当者に研修を行っています。
また、重大事故などの発生時に適切な情報が発信できるよ
う、役割分担や連携を確認するための訓練を実施するなど、危
機対応広報能力の向上に努めています。
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企業レピュテーション調査結果
重要テーマの評価推移（50を標準とする評価値）

用語解説 ＊2 レピュテーション :企業に対して一般の方々が抱く印象の総体を指します。用語解説 ＊1 世界人権宣言 :1948年に国連総会で採択された「すべての人民とすべての国とが達成すべき共通の基準」を示した文書

列車の運行情報については、
海外からのお客様にも分かりや
すい情報提供に努めています。
また、お客様にご迷惑をお
かけした事象や不適切な事象
などが発生した場合には、その
都度速やかに発信しています。

D 広報力基盤の維持、底上げ

「中期経営計画」や「安全考動計画」の進捗状況に関す

る取り組みを積極的に情報発信していきます。

特に、安全とCS、地域共生企業としての取り組みについて、

JR西日本グループ全体で分かりやすい広報に努めていきます。

また、ホームページでは、海外からのお客様を含めて丁

寧な情報発信を行います。

A 取り組みと事例の共有を工夫します
各職場でリスクマネジメントの取り組みが浸透し、差別

事象が発生していない状態をめざします。そのために、

2014年度に作成したリスクの洗い出しに関する事例集の

周知徹底を図り、担当者へのメール配信や研修会などで

の伝達など社内周知の方法を工夫します。

C 「人権に係るリスクマネジメントの取り組み」の展開に課題
2014年度は、モニター職場49カ所との意見交換を通

じてリスクの洗い出し手法に関する事例集を作成し、社

内イントラネットに掲載することなどにより周知しました。

しかしその一方で掲載に気づいていない職場もあり、水

平展開に課題が残りました。

企業紹介動画

定例社長
記者会見動画

JR西日本は、「相互に理解を深めるとともに、一人ひとりを尊重
し、働きがいと誇りを持てる企業づくりを進める」という企業理念
に基づき、すべての人の人権が尊重される豊かな社会を築き上げ
るため、「人権意識の醸成」「人権感覚の一層の高揚に向けた啓発
活動」および「差別事象の未然防止」を推進し、同和問題をはじめ
とするさまざまな人権問題の解消に取り組んでいます。

「人権に係るリスクマネジメント」を推進

D

P

業務内容の違いによって、職場で発生しうる差別事象は異
なっています。そこで、職場ごとに発生しうる人権侵害リスクを
洗い出すことで人権侵害の未然防止につなげる取り組みを
行っています。
社員の意識の高まりを反映し、多くの箇所で「パワーハラス
メント」「セクシャルハラスメント」「障がい者の人権」などが人
権侵害リスクとして抽出されています。洗い出されたさまざまな
リスクから「最優先課題」を選定し、ディスカッションや研修の
テーマとして取り上げることで、人権へのより深い理解につな
げています。これらの取り組みは、社員が働きやすい職場づく
り、高齢者や身体の不自由なお客様への対応の改善など、ES・
CSの向上にもつながり始めています。

差別事象未然防止の取り組み

Voice 私の次の一歩

京都は、国際観光都市として国内外から多くのお客様に
お越しいただいています。京都駅では近年トイレ内に紙が
散乱している、水が流されていないなど、トイレを利用され
るお客様からご意見をいただくことが多くなっていました。
こうした事態に対し解決策を検討する中で、「文化や習慣
の違いからトイレの使用方法が異なるお客様がいらっしゃ
るのでは？」という思いに至りました。そこで、誰もが快適に
トイレをご利用いただけるよう、トイレの使用方法につい
て文化・習慣の違いに配慮した５カ国語のイラスト入り案
内を作成、掲出しました。
案内を全トイレ内に掲出してから
は、ご意見をいただくような機会は
大幅に減少し、多くのお客様に快適
にトイレをご利用いただいていま
す。現在では、この案内は京都駅に
留まらず、当社内の多くの駅でも活
用されています。
今後もさまざまなお客様に配慮
し、快適に駅をご利用いただけるよ
う取り組んでいきます。

誰もが快適にご利用いただける
駅をめざします

木村 裕美恵京都駅
運輸管理係

当社グループでは、「全社員が人権研修を早期かつ年1回以
上受講すること」としており、昨年度は、グループ全体で延べ
60,650人の対象者が受講しました。人権研修は、世界人権
宣言＊1の趣旨を踏まえ、参加体験型研修などさまざまな手法
により、人権問題を理解し日常業務に活かせる内容にしてい
ます。

京都駅で作成した
イラスト入り案内

職場でどんな「人権侵害リスク」が想定されるかを参加者で
洗い出す

「人権侵害リスク」の洗い出し

最優先課題を人権研修などのテーマに選定し、未然防止の
ための研修やディスカッションを実施する

対策の実行

洗い出された「人権侵害リスク」について重要度などの評価
を行い最優先課題を決めるとともに対策を検討する

最優先課題の抽出・対策の検討
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HP http://www.westjr.co.jp/company/ir/movie

HP http://www.westjr.co.jp/company/info/
outline/movie/introduction.html
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社会の一員としての責任
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